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脇田名誉教授記念号に寄せて
長谷部 亮 一
名誉教授脇田勇先生は,昭 湘36年4月 本学に赴任 され,55年4月 停年退職 さ
れ るまで,19年 の長 きにわた り英語,英 文学,英 語科教育法な どの科 目を担当.
し,本 学の外国語教育にぎわめて大きな貢献をなされた。 また51年4月 か ら2
年間は短期大学部主事 として,大 学行政の面で も重い責務を果され るなど,多
年にわたって教育 ・研究にそそがれたご熱意と大学へのご尽力にたい し,心 か
らな る謝意を表 したい。
先生は英米文学 と英語教育にかんす る論文を多数発表 してお られ,な かで も
サマセ ット・モームについての論究が非常に多 く,モ ーム研究者 としての高い
令名は周知のことである。,モームの長編小説について,そ の創作技法,思 想内
容の変遷を考究す るうえで、先生は3つ の時期区分,す なわち第1次 大戦勃発
までの第1期,第1次 大戦か ら第2次 大戦にいた る第2期,そ れ以後の第3期
とい う時期区分を設定され,「W.S.モ ームの小説の歴史的概観」と題す る論
文を,41年 に 「その一」,54年 に 「その二」 を,本 学の学術機関誌r人 文研
究』に発表 されたが,お そ らく,ひ きつづき 「その三」が準備されつつあるも
のと推測され る。
また先生は,北 海道新聞学芸欄の コラム 「魚眼図」の執 筆者であり,昭 和38
年の1月 か ら現在にいたるまで,簡 明に して味わいのある珠玉の文章を寄稿 し
てお られ るが,こ のほど,17年 間にもお よぶ229篇 を とりまとめ,rあ る英文
学徒の遍歴』乏 して北海道新聞社 より公刊された。専門が全 く異なる故もあっ
て,親 しくお話を承る機会を得なかったに もかかわ らず,い つも先生をきわめ
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て身近かに感 じるのは,私 が 「魚眼図」の愛読者のひとりであ り,し ば しば先
生の名文に深い感銘を覚えたためであろうか。
「魚眼図」のエッセイか ら垣間見ることができる脇田先生のお姿は,お およ
そ次のように言い表わ して よいであろ う。文学を学問研究の対象とすることへ
の疑問をいだきなが ら,す ぐれた作品における人生の真実に迫る詩情や,表 現
を遮 して投影される作家ρ個性などに強 くひかれ,英 語教育にあくなき情熱を
そそ ぎつつ,な お容易には超え難い言葉の障壁に思い悩み,日 本語の混乱ぶ り
を慨嘆す るとともに,慣 用の変化を冷静に見守る寛容さを示さ池,観 劇をこよ
な く愛好 し,コ メソ トはつねに鋭 くかつ暖か く,ま さに練達の教師,熟 成され
た批評家 とい うべきであろ う。
先生は 「魚眼図」のなかで,モ ームの文章作法の信条について述べ られ,簡
潔さ,明 快 さ,音 調のよさとい う3か 条をあげ,そ の気取 りのない文章が世界
中に多 くの読者を得たゆえんであるとされたが,し か し先生の文章もまた上記
の3点 を兼ね備え,わ か りやす くしかも個性豊かな達文であることは,す べて
の人の認めるところではなかろ うか。
55年2月13日 におこなわれた先生の最終講義は,「 英語 と格闘 した半世紀」
と題す る含蓄の深し'・ものであった。先生には健康に充分 ご留意いただき,ま す
ます研究に専念 され,英 語 との格闘をさらに推 し進められ,そ していよい よ健
筆を振 って珠玉の文章を公けにされるよう,心 か ら願 うものである。
